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サイエンティフィック・インベスティゲーター
スナイダー・デジール

GSKは、より多くの人々に

「生きる喜びを、もっと」を届けることを

存在意義とする、科学に根差した

グローバルヘルスケアカンパニーです。

Who 
we are GSKについて

GSKは、医薬品、ワクチン、コンシューマーヘル
スケア製品を創薬、開発、製造することにより、
毎日、世界中の何百万人もの人々の健康に貢献し
ています。



世界のGSK

約9万4000人の従業員が96

カ国で働いています

97億ポンド（約1兆3,300億円）

新製品およびスペシャリティ製品の

売り上げは、医薬品売上の半分以上

を占めています

66億個/回

医薬品、ワクチン、ヘルスケア

製品販売数

2億5,000万ポンド（約340億円）

地域保健事業への寄付金

※2020年グループ実績

94,000 £9.7bn

6.6bn £250m

※ Exchange Rate：￡1=￥137 (2020年平均)
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日本におけるGSK

グラクソ・スミスクライン株式会社

●東京本社
●今市工場
●物流センター（2）

●
●●

●

事業内容 医療用医薬品の研究開発、輸入、製造、販売

代表者 代表取締役社長 ポール・リレット

社員数 約2,500人（2022年1月現在）

売上高 2,069億5,800万円（2020年実績）
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GSKの企業文化

私たちは、私たちの価値観と期待さ

れる行動を基盤として、より強力な

存在意義とパフォーマンスを実現す

るカルチャーを構築します。

これにより、患者さんと消費者の皆

さまに違いをもたらし、GSKを素晴

らしい職場にすることができるので

す。

Respect 

Patient focus

Integrity

Transparency

Our expectations

Accountability 

Development 

Teamwork

Courage 

Our values
私たちの価値観 期待される行動

品位ある行動

透明性の高い活動

相手を尊重する姿勢

患者さん中心

6



GSKは、社員が自分らしく、いきいきと働き、

成長を実感できる職場を目指しています。なぜなら、

一人一人がベストなパフォーマンスを発揮することで、

企業の継続的な成長が実現できると考えているからです。



GSKが取り組むハラスメント防止対策

開発プログラムリーダー
ジェン

How 
we do it

私たちの取り組み

Innovation TrustPerformance

Culture



ハラスメント防止対策
① 行動指針（コード・オブ・コンダクト）の徹底

• GSKが定める４つの価値観と期待される行動（Our Values and Expectations）は、私たちの全て

の行動の基本として、「行動指針（コード・オブ・コンダクト）」に明記されています。

• 行動指針の徹底こそがハラスメント防止の鍵であり、私たちは入社時だけでなく、毎年の研修を通

じて、行動指針の理解を深めています。

Respect 

Patient focus

Integrity

Transparency

Our expectations

Accountability 

Development 

Teamwork

Courage 

Our values
私たちの価値観 期待される行動

品位ある行動

透明性の高い活動

相手を尊重する姿勢

患者さん中心
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ハラスメント防止対策
② 継続的な教育研修

全ての社員は、独自に作成したE-Learning研修を通じて、ハラスメントに関する理解を深めています。
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ハラスメント防止対策
② 継続的な教育研修

研修で伝える主なメッセージ

✓ ハラスメントを行うこと、許容することは、行動指針に定める「相手を尊重する姿勢」に欠ける行

為であること。

✓ GSKが定める４つの価値観と期待される行動を実践することが、ハラスメントのない職場をつくる

鍵となること。

✓ ハラスメントのない職場にするためには、なんでも率直に話し合える関係

（スピーク・アップ・カルチャー）を普段から作ることが大切であること。

✓ ハラスメントを見たり、感じたら、声を上げること（スピーク・アップ）。
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ハラスメント防止対策
③ スピーク・アップ・カルチャーの実践

日々の業務を通じ、様々な場面でスピーク・アップ・カルチャーの実践が行われています。
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ハラスメント防止対策
③ スピーク・アップ・カルチャーの実践

具体例

✓ 定期的に行われる全社ミーティング（Let’ Talk）でのSuccess & Lessons Learnedの共有。

✓ 社長と社員の自由な対話会（Coffee with Paul）。

✓ 定期的なチェック・インを通じた上司・部下間の1 on 1。

✓ 全社員を対象に定期的なサーベイ（GSK survey）を行い、社員の声を集める。

✓ 匿名で部下が上司の評価を行い、部下の声を集める（One 80）。

✓ 役職を付けずに名前で呼び合う文化。

✓ スピーク・アップを促進するオフィス・レイアウト（個室のないオープン・オフィス、自由な会話

を促進するヴィレッジの設置、固定席を設けず自由に着席等）。
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ハラスメント防止対策
④ 内部通報窓口（スピーク・アップ・システム）の活用

全ての社員にスピークアップが推奨され、いつでも、様々な方法でスピーク・アップすることが可能です。

【スピークアップの流れ】
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ハラスメント防止対策
④ 内部通報窓口（スピーク・アップ・システム）の活用

【スピークアップの特徴】

• 24時間いつでも日本語で通報できます。

• 外部の運営会社によって管理され、Globalで一貫して管理されています。

• 上司に相談しづらい場合、HRやコンプライアンスに直接相談することもできます。

• 匿名で通報することもできます。

• 通報者保護の観点から「報復禁止ポリシー」を定め、通報者への一切の不利益を禁じています。
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ハラスメント防止対策
⑤ 過去事例の共有

過去に発生した事例について、個人が特定されないよう配慮した上で、事例を全社員と共有しています。

単なる事例報告とせず、再発防止のための学びの場としています。

【学びの内容】

• どのような出来事が発生したのか。

• どのルールに反する行為だったのか。

• 私たちはそこから学ぶことはなにか。

昨年は、過去事例をもとにしたロールプレイを役員が演じました。ライブ配信と動画配信を行い、身近な

事例として紹介しました。
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その他の取り組み
① あらゆる差別をなくすための取り組み

性別・人種・国籍・出身など、あらゆる差別をなくすことが平等な組織を実現し、ハラスメントの根絶

に繋がると考えます。GSKでは、以下のような社員有志による活動が行われています。

Women’s Leadership Initiative

男女問わず活躍できる職場環境の推進
「ウィメンズ・リーダーシップ・イニシアチブ・ジャパン」では、男女に関わらず社員が平等に、自分たちのタイミングで管理職を目指す

ことができる機会を提供することを目標に、社員に対して仕事と家庭生活は両立できることや管理職の魅力を伝えると同時に、管理職自身

にも、多様性のあるチームの価値や育成の喜びを伝えています。

LGBT+アライグループ「Spectrum JAPAN」
「スペクトラム・ジャパン」の活動の中心となるコアチームは、活動目標ごとの4つのチームを編成し、グローバルや他

社と連携した社内外の啓発活動を牽引しているほか、活動に賛同する「アライ」として700名を超える社員がグループに

参加しています。 17



その他の取り組み
② Modern Employerの推進

全ての社員が自分らしく、活き活きと、成長を実感しながら働ける職場作りの整備

Modern Employerの推進と3つのフォーカスエリア

「自分らしく（be you）」
＝インクルージョン＆
ダイバーシティの尊重

「いきいきと
（feel good）」
＝健康経営の推進

「成長を実感
（keep growing）」
＝社員の成長を重視

GSKは「Modern Employer」というコンセプトを掲げ、すべての社員が「自分らしく（be you）」「いきいきと（feel good）」「成長を実

感（keep growing）」しながら働ける職場を提供するのが、Modern Employer＝現代的で先進的な企業であると定義し、その実現に向けて

取り組んでいます。
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今後の課題

• 継続的に学び、ハラスメントに関する理解を高め、感度を高く保ち続ける必要があること。（無意

識に行われる不適切な言動はまだ多く、これらにどうやって気付き、改善していくか）

• 内部通報を、不満や愚痴のはけ口とせず、何でも言い合える関係となれるよう、心理的に安心でき

る職場環境の整備に取り組んでいくべきこと。

• リモート勤務であっても、お互いの気持ちを理解するコミュニケーションスキルを習得し、相手を

リスペクトする意識を定着させること。（リモートでは、対話が一方的になりがち。無意識に相手

を傷付けることもある）
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